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幼 (おさな)き頃 (ころ)から夢見 (ゆめみ)てた夢 (ゆめ)の中 (なか)
一歩 (いっぽ)ずつ　また一歩 (いっぽ)ずつ
支 (ささ)え合 (あ)って笑 (わら)い合 (あ)って泣 (な)いて傷 (きず)ついて
同 (おな)じ色 (いろ)の夢 (ゆめ)をともに歩 (ある)いて行 (い)こう

どうしようもなく辛 (つら)い時 (とき)に見 (み)せた　
弱 (よわ)さを支 (ささ)えてくれた信 (しん)じる人 (ひと)へ
不器用 (ぶきよう)な言葉 (ことば)でしか言 (い)えないけど　
枯 (か)れた声 (こえ)が止 (と)まるまでここに居 (い)たい

どうしようもなく悲 (かな)しい時 (とき)にこぼれる　
涙 (なみだ)の様 (よう)ないつわる事 (こと)の無 (な)い詩 (うた)を
言葉 (ことば)にならない程 (ほど)うれしい時 (とき)に
笑顔 (えがお)の様 (よう)な詩 (うた)が唄 (うた)えたなら

「枯 (か)れた声 (こえ)が止 (と)まるまでここに居 (い)たい」


The Gazette 「枯歌」より
Level AP:
花屋 (はなや)の店先 (みせさき)に並 (なら)んだ　いろんな花 (はな)を見 (み)ていた
ひとそれぞれ好 (この)みはあるけど
どれもみんなきれいだね
この中 (なか)で誰 (だれ)が一番 (いちばん)だなんて　争 (あらそ)う事 (こと)もしないで
バケツの中誇 (なかほこ)らしげに
しゃんと胸 (むね)を張 (は)っている

それなのに僕 (ぼく)ら人間 (にんげん)は　どうしてこうも比べたがる?
一人一人違 (ひとりひとりちが)うのにその中 (なか)で
一番 (いちばん)になりたがる?

そうさ 僕 (ぼく)らは
世界 (せかい)に一 (ひと)つだけの花 (はな)
一人一人違 (ひとりひとりちが)う種 (たね)を持 (も)つ
その花 (はな)を咲 (さ)かせることだけに
一生懸命 (いっしょうけんめい)になればいい

槇原　敬之「世界にひとつだけの花」より





Level AP_3:
君 (きみ)と夏 (なつ)の終 (お)わり　ずっと話 (はな)して　夕日 (ゆうひ)を見 (み)てから星 (ほし)を眺 (なが)め
君 (きみ)の頬 (ほほ)を流 (なが)れた涙 (なみだ)は　ずっと忘 (わす)れない
君 (きみ)が最後 (さいご)まで　大 (おお)きく手 (て)を振 (ふ)ってくれたこと　きっと忘 (わす)れない
だから　こうして　夢 (ゆめ)の中 (なか)で　ずっと永遠 (えいえん)に
君 (きみ)と夏 (なつ)の終 (お)わり　将来 (しょうらい)の夢 (ゆめ)　大 (おお)きな希望 (きぼう)　忘 (わす)れない
10年後 (ねんご)の８月 (がつ)　また出会 (であ)えるのを　信 (しん)じて
君 (きみ)が最後 (さいご)まで　心 (こころ)から　「ありがとう」
叫 (さけ)んでいたこと　知 (し)っていたよ
涙 (なみだ)をこらえて　笑顔 (えがお)でさよなら　せつないよね
最高 (さいこう)の思 (おも)い出 (で)を　最高 (さいこう)の思 (おも)い出 (で)を
Zone「Secret base」より

